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2-2 第２節 控訴審の「時間」的価値 
――ドイツ上訴法改正とわが国の控訴審実務―― 














(2)  著者によれば、ドイツにおける上訴制度改革の出発点は、1996年の第 61回ドイ
ツ法律家大会、および翌 1997年の「民事訴訟手続における上訴制度」と称する連邦お
よび州のワーキンググループ（座長はバイエルン州法務大臣）の設置までさかのぼり、
1999年 6月、第 70回法務大臣会議(Justizministerkonferenz) が、連邦法務大臣に対
して、ワーキンググループから提出された報告書（「JuMiKo報告書」）について議論の
うえ、上訴制度改革の参事官草案の作成を要請すること等を全会一致で承認することに
よって本格化した。参事官草案は 1999 年 12 月に公表され、その後、連立草案














































































































































































































3-2 第２節 定期金賠償請求訴訟と処分権主義 
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